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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1276 事業名 ふるさと納税 事業区分 □新規　■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室

予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 3　財政管理費
まちづくり

ビジョン

（１）新しいひとの流れをつくりだす共生のまちづくり ② 関係人口の拡大とつながりの強化
重点事業 ふるさとへの愛着を深める、地域に根ざした体験と学びの展開

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 603,753 0 0 603,133 0 620

今回補正額 △193,019 0 0 △193,019 0 0
ふるさと未来夢寄附金

△130,000
ふるさと未来夢基金繰入

金△63,435
基金利子416

補正後予算額 410,734 0 0 410,114 0 620

前年度予算額 403,987 （比較：6,747） 前々年度決算額 399,707 （比較：11,027）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
本年度の寄附実績及び今後の推移予測に基づき、寄附見込額を当初想定から130,000千円減額するため、ふるさと納税にかか
る経費を見込に合わせて減額補正する。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

ふるさと未
来夢基金積

立金

ふるさと納税の寄附金が減少したことから、基金積立金を減

額する。

・ふるさと未来夢基金積立金　△130,000千円

基金一括運用により、基金利子が増額したことから、基金利子

積立金を増額する。

・ふるさと未来夢基金利子積立金　387千円

ふるさと未

来夢寄附金

△130,000
利子387

△129,613 400,001

寄附募集に

かかる経費

ふるさと納税（寄附金）の実績により、募集にかかる経費を減

額する。

・ポータルサイト委託料　△11,183千円
・寄附証明書・ワンストップ特例申請書発送委託料　△1,225
千円

・ふるさと納税中間管理事業委託料　△5,720千円
・返礼品代金　△36,450千円
・郵送代金（返礼品・証明書・パンフレット）　△7,675千円
・決済手数料　△1,182千円

ふるさと未

来夢基金繰

入金
△63,435

△63,435 198,321

企業版ふる

さと納税地

方創生基金

積立金

基金一括運用により、基金利子が増額したことから、基金利子

積立金を増額する。

・企業版ふるさと納税地方創生基金利子積立金　29千円
利子 29 29 4,401

合計 △193,019

その他事業内容

2 － 1



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 12 事業名 財政管理事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 総務課 担当係 財務監理室

予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 3　財政管理費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ① 町民に伝わる情報発信と情報共有
重点事業 情報発信と対話で築く、みんなが関わる協働のまちづくり

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 621,758 0 0 10,753 0 611,005
今回補正額 △1,362 0 0 △1,362 0 0

基金利子　△1,362
補正後予算額 620,396 0 0 9,391 0 611,005
前年度予算額 579,035 （比較：41,361） 前々年度決算額 457,631 （比較：162,765）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 基金一括運用利子を各基金に配分し、積み立てる。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

基金利子積

立金

基金一括運用利子を各基金に配分し、積み立てる。
・公共施設等建設基金利子積立金　2,230千円
・地域振興基金利子積立金　　　　2,703千円
・減債基金利子積立金　　　　　　1,076千円
・財政調整基金利子積立金　　　△7,371千円

基金利子 △1,362 10,753

合計 △1,362

その他事業内容

2 － 2



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1239 事業名 電算管理（総合行政システム） 事業区分 □新規　■継続
担当課 総務課 担当係 DX推進室
予算区分 款 2　総務費 項 1　総務管理費 目 9　電算管理費
まちづくり
ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ④ 行政サービスのデジタル化

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 233,716 150,808 0 172 0 82,736
今回補正額 △86,185 △70,328 0 0 0 △15,857
補正後予算額 147,531 80,480 0 172 0 66,879
前年度予算額 113,664 （比較：33,867） 前々年度決算額 51,045 （比較：96,486）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
自治体標準システムの標準化対応について、システムの制約事項が解消されていないためシステム稼働を令和８年度に延期し

たことから、令和７年度実施分の事業費精算を図るために減額補正を行うもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

住民情報シ

ステム標準

化対応

自治体の主要20業務における住民情報システムの標準化対応
の完了を、令和８年度へ延期したため、未執行見込み分の減

額を行う。

・標準化対応業務委託料　　　　　　△48,400千円
・ガバメントクラウド利用料　　　　△24,585千円
・ガバメントクラウド運用管理補助　△13,200千円

国△70,328
町△15,857 △86,185 181,617

合計 △86,185

その他事業内容

2 － 3



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 58 事業名 戸籍住民登録事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 町民生活課 担当係 総合窓口係

予算区分 款 2　総務費 項 3　戸籍住民登録費 目 1　戸籍住民登録費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ④ 行政サービスのデジタル化
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 27,434 5,276 44 8,097 0 14,017
今回補正額 4,950 4,950 0 0 0 0
補正後予算額 32,384 10,226 44 8,097 0 14,017
前年度予算額 26,419 （比較：5,965） 前々年度決算額 20,854 （比較：11,530）

3 補正予算の概要

補正予算の概要

■住民基本台帳法等の一部改正に基づき、戸籍附票システムおよび住民記録システムに旧氏記載連携機能を追加する改修を行
う。またコンビニ証明書発行システムにより発行される戸籍附票の写しについて、旧氏および旧氏の振り仮名を追記する改修

を行う。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

戸籍附票関

連システム

改修委託料

【新規】

戸籍附票旧氏および振り仮名追記対応

■戸籍附票システム改修業務　
　 委託料　1,914千円

■住民記録システム改修業務
　 委託料　1,892千円

■コンビニ証明書発行システム改修業務
　 委託料　1,144千円

国10/10 4,950 0

合計 4,950

その他事業内容

３－1



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1324 事業名 個人番号交付事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 町民生活課 担当係 総合窓口係

予算区分 款 2　総務費 項 3　戸籍住民登録費 目 1　戸籍住民登録費
まちづくり

ビジョン

（６）町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり ④ 行政サービスのデジタル化
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 3,373 3,373 0 0 0 0
今回補正額 △1,672 △1,672 0 0 0 0
補正後予算額 1,701 1,701 0 0 0 0
前年度予算額 617 （比較：1,084） 前々年度決算額 460 （比較：1,241）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
マイナンバーカードに係る申請書自動印字システムについて、窓口DXSaaSおいて同等機能を持つ機器が導入され、不用となっ
たことに伴う減額

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

カード交付

事務等に係

る機器借上

料

■借上料（２台分）△1,672千円
マイナンバーカードに係る申請書自動印字システム

窓口DXSaaSで同等機能を持つ機器が導入され、不用となった
ことに伴う減額

国10/10 △1,672 2,136

合計 △1,672

その他事業内容

３－2



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 114 事業名 斎場管理 事業区分 □新規　■継続
担当課 町民生活課 担当係 ゼロカーボン推進室

予算区分 款 4　衛生費 項 1　保健衛生費 目 4　環境衛生費
まちづくり

ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ⑥ 公共インフラ（道路・上下水道など）の適正な維持管理
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 20,526 0 0 6,349 10,000 4,177
今回補正額 3,503 0 0 △460 0 3,963

残骨灰売払金△460
補正後予算額 24,029 0 0 5,889 10,000 8,140
前年度予算額 17,831 （比較：6,198） 前々年度決算額 7,927 （比較：16,102）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
■斎場火葬炉の主燃炉吸込口等の老朽化に伴い、安全な運営に支障をきたす恐れがあるため、修繕経費を追加する。
■残骨灰の堆積状況を精査した結果、当初想定を下回ったため、今年度の執行を見送り翌年度に一括して実施する。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

斎場維持管

理

■火葬炉設備修繕工事
▽火葬炉設備修繕工事　増額3,659千円
　老朽化した火葬炉の主燃料吸込口、火葬炉台車等の修繕を

行う。

　〔歳入〕過疎対策事業債　増額3,200千円

▽斎場車寄せ防水修繕工事　増減なし

　〔歳入〕過疎対策事業債　減額3,200千円

■残骨灰収集運搬委託料　　減額156千円
残骨灰の堆積状況を精査した結果、当初想定を下回ったた

め、今年度の執行を見送り翌年度に一括して実施する。これ

により委託料の抑制を図るものであり、関連経費は令和８年度
当初予算に計上する。

　〔歳入〕残骨灰売払金（有価物）　減額460千円

町債増減な

し、町費

3,503千円
3,503 18,086

合計 3,503

その他事業内容

３－3



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1674 事業名 脱炭素先行地域計画事業 事業区分 ■新規　□継続
担当課 町民生活課 担当係 ゼロカーボン推進室

予算区分 款 4　衛生費 項 1　保健衛生費 目 4　環境衛生費
まちづくり

ビジョン

（５）安心・安全な暮らしを守る持続可能なまちづくり ③ 再生可能エネルギーの利活用による脱炭素社会への転換
重点事業

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 89,152 88,852 0 0 0 300
今回補正額 △67,669 △67,669 0 0 0 0
補正後予算額 21,483 21,183 0 0 0 300
前年度予算額 0 前々年度決算額

3 補正予算の概要

補正予算の概要
■国との協議に基づき、年度内完了見込額を精査し減額する（翌年度以降へ配分変更）。
　なお、総事業費については、計画事業量を維持した上で、物価高騰分を反映し増額するよう国と調整を行っている。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

脱炭素先行

地域計画推

進補助金

■補助金　減額63,860千円
　国との協議に基づき、年度内完了見込額を精査し減額する。

　（翌年度以降へ配分変更）

　　執行見込額：営農型太陽光発電設備（１件）　20,772千円

国10/10 △63,860 84,632

脱炭素先行
地域計画推

進委託事業

■脱炭素先行地域計画推進委託料　減額3,809千円
　国との協議に基づき、年度内完了見込額を精査し減額する。
　（翌年度以降へ配分変更）

　　執行見込額：411千円
　　　　　　　　対象地域住民の意向アンケート調査

国10/10 △3,809 4,220

合計 △67,669

その他事業内容

▽脱炭素先行地域計画（予定）

▽繰越明許費

〔繰越明許費 金額〕
　　21,183千円

〔繰越事由〕

　年度中途の採択後、環境省との協議や公社の設立等、実施体制の整備に時間を要したほか、営農型太陽光の適地選定及び

地権者等との合意形成に慎重を期したことにより、年度内の事業完了が困難となったため。

３－4
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 651 事業名 国保財政基盤強化対策繰出金 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 3　民生費 項 1　社会福祉費 目 1　社会福祉総務費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 134,236 17,033 51,033 0 0 66,170
今回補正額 6,786 1,365 106 0 0 5,315
補正後予算額 141,022 18,398 51,139 0 0 71,485
前年度予算額 136,127 （比較：4,895） 前々年度決算額 142,789 （比較：△1,767）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 　実績見込みにより、国民健康保険特別会計への繰出金を増額するもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

保険基盤安

定繰出金

　今年度の算定結果に伴い増額補正を行うもの。

　(保険税軽減分) 低所得者に対し保険税を軽減した分を県と町
で負担。（△769千円）
　(保険者支援分) 財政基盤の弱い国保財政のため、国、県、町
が軽減対象者数に応じて負担。（2,732千円）

(保険税軽減
分) 県3/4、
町1/4　(保
険者支援分)
国1/2、県
1/4、町1/4

1,963 0

出産育児一

時金繰出金

　実績見込みに伴い増額補正を行うもの。
　見込み人数：6人から7人に1名増
　（補正額：500千円/人×1人×2/3＝333千円）

単町 333 0

財政安定化

支援繰出金

　今年度の試算結果に伴い増額補正を行うもの。

（国民健康保険被保険者に低所得者及び高齢者の割合が高い

ことから、国民健康保険財政の健全化と保険税負担の平準化

のために国民健康保険特別会計へ繰出しを行うもの。）

単町 4,490 0

合計 6,786

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1252 事業名 自立支援医療事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 3　民生費 項 1　社会福祉費 目 9　障がい者福祉費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 21,715 10,750 5,375 0 0 5,590
今回補正額 △6,046 △3,024 △1,512 0 0 △1,510
補正後予算額 15,669 7,726 3,863 0 0 4,080
前年度予算額 24,525 （比較：△8,856） 前々年度決算額 20,123 （比較：△4,454）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 実績見込みに伴い、更生医療給付費及び育成医療給付費を減額するもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

更生医療給
付費

実績見込みによる減額
更生医療給付費　△5,801千円

国 1/2　県
1/4　町 1/4 △5,801 20,940

育成医療給

付費

実績見込みによる減額

育成医療給付費　△245千円
国 1/2　県
1/4　町 1/4 △245 560

合計 △6,046

その他事業内容

8－2



令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 866 事業名 後期高齢者医療事務 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 3　民生費 項 1　社会福祉費 目 11　後期高齢者医療費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 377,975 0 58,484 8,956 0 310,535

今回補正額 △4,174 0 △2,082 △1,401 0 △691 後期高齢者医療広域連合
事業費補助金　△2,157
後期高齢者健康診査事業

収入　756補正後予算額 373,801 0 56,402 7,555 0 309,844

前年度予算額 372,466 （比較：1,335） 前々年度決算額 372,844 （比較：957）

3 補正予算の概要

補正予算の概要

後期高齢者健康診査受診者増加により委託料を増額するもの。
基盤安定負担金の実績見込みにより減額するもの。

「電力データを用いたフレイル検知サービス」の無償化により委託料を減額するもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

後期高齢者

健診

後期高齢者健康診査受診者増加により委託料を増額するも

の。

後期高齢者健康診査検診委託料　　740千円
健診データ管理委託料　　　　　　 18千円

後期高齢者

健康診査事

業収入

758 5,753

基盤安定繰

出金
基盤安定負担金の実績見込みにより繰出金を減額するもの。

県3/4
町1/4 △2,776 77,980

保健事業と

介護予防の

一体的実施

事業

「電力データを用いたフレイル検知サービス」の無償化によ

り委託料を減額するもの。

△2,156,550円

後期高齢者

医療広域連

合事業費補

助金

△2,156 2,352

合計 △4,174

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1171 事業名 未熟児養育医療費給付事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 4　衛生費 項 1　保健衛生費 目 2　予防費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 396 173 86 48 0 89
今回補正額 441 212 106 18 0 105

自己負担金
補正後予算額 837 385 192 66 0 194
前年度予算額 912 （比較：△75） 前々年度決算額 929 （比較：△92）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 　対象者の申請により、予算不足のため増額するもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

未熟児養育

医療給付費

身体の発育が未熟なまま出生した乳児など医師が入院養育を
必要と認め、指定医療機関で入院治療を行う場合に医療費の

一部を助成する。

国1/2　県
1/4　町1/4
その他

441 395

合計 441

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（4号補正）
1 基本情報 国民健康保

険特別会計

事業番号 432等 事業名 国民健康保険特別会計 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 項 目

まちづくり

ビジョン
（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫
支出金

県支出金
その他
（収入）

町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 1,856,938 8,272 1,339,365 137,643 0 371,658
今回補正額 6,969 0 △158 7,127 0 0 基金積立金利子 341

一般会計繰入金 6,786補正後予算額 1,863,907 8,272 1,339,207 144,770 0 371,658
前年度予算額 1,785,491 （比較：78,416） 前々年度決算額 2,018,380 （比較：△154,473）

3 補正予算の概要

補正予算の概要

事業実績見込みに伴い保険給付費（出産育児一時金、葬祭費）の増額及び保健事業費（重複多剤服薬者訪問指導）の減額補正
を行うもの。また歳入（一般会計繰入金）の増額により、県に支払う納付金の財源組換を行うとともに、会計余剰金を基金に

積み立てるため基金積立金の増額補正を行うもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

保険給付費

今年度の実績から今後の執行見込みを試算し、予算の増額補

正を行うもの。

【葬祭費】見込件数：30件から35件に増
　　　　（20千円/件×5件）100千円
【出産育児一時金】見込人数：6人から7人に増
　　　　（500千円/人×1人）500千円

一般会計繰

入金 333
一般財源

267

600 2,100

国民健康保

険事業費納

付金

一般会計繰入金(保険基盤安定繰入金、財政安定化支援繰入金)
の増額に伴い、財源の組替を行うもの。

一般会計繰

入金 6,453
一般財源

△6,453

0 0

保健事業費
医療費適正化事業（重複多剤服薬者訪問指導）について、事業

実績の見込みに伴い人件費の減額補正を行うもの。
県 △158 △158 △142

財政調整基

金積立金

会計剰余金を会計運営に備え財政調整基金へ積み立てるも

の。また、基金利子額確定に伴い、あわせて財政調整基金へ

積み立てするもの。

基金積立金

利子 341
一般財源

6,186

6,527 18,036

合計 6,969

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（3号補正）
1 基本情報

後期高齢者

医療特別会

計

事業番号 846等 事業名 後期高齢者医療特別会計 事業区分 □新規　■継続
担当課 すこやか健康課 担当係 保険係

予算区分 款 項 目

まちづくり

ビジョン
（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ④ 持続可能な医療・保健・介護事業の推進

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 325,874 6,067 0 80,760 0 239,047
今回補正額 5,308 0 0 △2,776 0 8,084 一般会計繰入金

△2,776補正後予算額 331,182 6,067 0 77,984 0 247,131
前年度予算額 304,467 （比較：26,715） 前々年度決算額 268,053 （比較：63,129）

3 補正予算の概要

補正予算の概要
後期高齢者医療保険料の収入増額見込みに伴い、保険料及び後期高齢者医療広域連合負担金を増額するもの。

基盤安定負担金の実績見込みにより、後期高齢者医療広域連合負担金の減額を行うもの。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

後期高齢者

医療広域連
合納付金

後期高齢者医療保険料の収入増額見込み及び基盤安定負担金

の実績見込みにより、保険料の増額及び後期高齢者医療広域連

合負担金を減額並びに増額するもの。
基盤安定負担金　　　　　　 △2,776千円
後期高齢者医療保険料負担金　 8,084千円

町繰入金

△2,776
一般財源

8,084

5,308 315,947

合計 5,308

その他事業内容
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1251 事業名 障がい者自立支援給付事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係

予算区分 款 3　民生費 項 1　社会福祉費 目 9　障がい者福祉費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ① 誰一人取り残さない地域内での福祉の充実

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 562,747 275,792 139,046 229 0 147,680
今回補正額 6,723 3,361 1,680 0 0 1,682
補正後予算額 569,470 279,153 140,726 229 0 149,362
前年度予算額 576,339 （比較：△6,869） 前々年度決算額 587,591 （比較：△18,121）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 障がい福祉サービスの利用実績見込みに伴う増額

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

自立支援給

付費

障がいのある人の自立促進・生活改善・社会参加の増進のた
め、障がい福祉サービスの給付を行う。

療養介護、生活介護、短期入所、共同生活援助、宿泊型自立

訓練、就労移行支援、就労継続支援B型、計画相談支援の利用
実績見込による増額

見込額：556,922千円
予算額：550,199千円
補正額： 6,723千円

・自立支援給付費　6,723千円

国1/2、県
1/4、町1/4 6,723 550,199

合計 6,723

その他事業内容

○自立支援給付費

実績見込額：556,921,467円－現行予算額：550,199,000円＝6,722,467円

サービス 利用見込額 現行予算額 差引過不足額

居宅介護 6,369,604 6,780,000 410,396

重度訪問介護 3,352,100 3,328,000 △24,100

同行援護 4,886,506 5,177,000 290,494

療養介護 30,598,000 30,765,000 167,000

生活介護 176,827,443 174,932,000 △1,895,443

短期入所 10,122,290 9,778,000 △344,290

施設入所支援 65,344,120 62,133,000 △3,211,120

共同生活援助 71,540,003 73,369,000 1,828,997

宿泊型自立訓練 3,643,830 1,750,000 △1,893,830

就労移行支援 3,215,600 361,000 △2,854,600

就労継続支援Ａ型 26,186,575 25,583,000 △603,575

就労継続支援Ｂ型 137,075,749 135,673,000 △1,402,749

計画相談支援 9,617,672 11,680,000 2,062,328

特定障害者特別給付費   8,148,518 8,890,000 741,482

補正額 556,921,467 550,199,000 △6,722,467
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1140 事業名 障がい児通所給付事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 障がい福祉係

予算区分 款 3　民生費 項 2　児童福祉費 目 5　児童措置費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ① 誰一人取り残さない地域内での福祉の充実

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 33,305 15,486 7,756 0 0 10,063
今回補正額 861 430 215 0 0 216
補正後予算額 34,166 15,916 7,971 0 0 10,279
前年度予算額 28,666 （比較：5,500） 前々年度決算額 28,149 （比較：6,017）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 障がい児福祉サービス利用実績見込みに伴う増額

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

障がい児施

設通所給付

費

日常生活における生活能力向上のために必要な訓練、社会と
の交流の促進等の支援を行う。

相談支援、児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等

訪問支援の実績見込による増額。

見込額：31,806千円
予算額：30,945千円
補正額： 　861千円

　・障がい児施設通所給付費　861千円

国1/2、県
1/4、町1/4 861 30,945

合計 861

その他事業内容

○障がい児施設通所給付費

実績見込額：31,805,521円－現行予算額：30,945,000円＝860,521円

実績見込 現行予算 差引過不足見込

障害児相談支援 4,353,082 4,002,000 △351,082

児童発達支援  3,184,311 3,102,000 △82,311

医療型児童発達支援     73,149 67,000 △6,149

放課後等デイサービス 22,247,218 21,975,000 △148,761

保育所等訪問支援 1,947,761  1,799,000 △148,761

小計（差引補正額） 31,805,521 30,945,000 △860,521
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令和7年度　事業説明書（11号補正）
1 基本情報 一般会計

事業番号 1133 事業名 生活保護扶助事業 事業区分 □新規　■継続
担当課 福祉あんしん課 担当係 生活支援係

予算区分 款 3　民生費 項 3　生活保護費 目 2　生活保護扶助費
まちづくり
ビジョン

（３）誰もが生きがいをもって輝けるまちづくり ① 誰一人取り残さない地域内での福祉の充実

2 当該年度の事業費 （単位：千円）

事業費

事業費財源内訳 備考

国庫

支出金
県支出金

その他

（収入）
町債 一般財源 その他収入の内訳 町債の内訳

補正前予算現計 161,256 114,033 2,111 200 0 44,912
今回補正額 3,072 2,304 0 0 0 768
補正後予算額 164,328 116,337 2,111 200 0 45,680
前年度予算額 156,858 （比較：7,470） 前々年度決算額 142,371 （比較：21,957）

3 補正予算の概要
補正予算の概要 事業実績に伴う扶助費の増加。

細事業等 補正予算の内容 財源内訳 補正額（千円） 補正前予算現計

医療扶助

精神科、内科入院件数増加見込による増額

見込額：164,328千円
予算額：161,256千円
補正額： 3,072千円

国3/4、町
1/4 3,072 79,923

合計 3,072

その他事業内容

〇医療扶助費

   実績見込額：164,328,000円－現行予算額：161,256,000円＝3,072,000円

　【精神科入院】600千円×3月＝1,800千円

　【内科入院】502千円×2月＝1,004千円

　【ICU入院】268千円×1回＝268千円
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